
or信濃の園』を.えますか?
1~6 番まで全部歌える E二伊

途中までなら歌えるE二
歌ったことはある 広 調

聞いた事はある 国

知ら立い11 回害筋酌5引1

@置取tつたことがある人lはま、どう思いますか?
長野県のことがいっぱい
出てきておもしろい

歌詞がむずかしい

元気が出てくる曲で楽しい

4番が変わっている
のがむずかしい

(2011年1月9日付E聖書阻より)

20什王手(平成23年)1月引日(金曜日)

どう思う?

A一生;k:l<'J，，~iíi札一;議 官毎こどセ記者ニュース

県歌「信濃の園」
昨年11月、こども記者のみんなに答えてもらった県歌「信濃の国」アンケートの結果

広明日付図墨書霊園でお長えしました。そこにのせきれなかったこども詰の

「イ言急の菌」についてのコメントをここで結芥します。4蔀を結芥できずにごめんなさい!

@ 

4番のリズムがちがったり、

言葉がむずかしくなっている

のは、なんでかなあ。

(晶最長責定着.長岳市4年)

1年くらい前、住んでいる地

区の回覧板で「信濃の園」の

ダンスをやると回ってきたの

で参加し1ました。はねたり、ポッ

プな感じのふりでおもしろかっ

たです。

(議白b霧車肴.両容市6年)

もっともっと知ってもらえるように、

ダンスや紙芝居で、全薗にピ一アー

ルしたい。全国のみんなにうたえ

るようになってほしい。

(酋晶晶告定着"伊車市4年)

いろんなかしがでできておもし引，、!! 

長畠のことをおぼえたり、ダンスにし

たり、いろんなことにつかえているの

でやくにたって、とってもペんり。

(塚田彩音犯者・長野市2年〉

4 園田園町睡眠h
-M証罪官ヨゆ国区錯:::r，告白直
司・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-

運動会で先生たちがアレンジした『信

浪の図』ダンスをおどりました。テンポ

がはやくてすごく元気になりました。

〈楢需品書定着.4~市4年)

品

唯

駒

山

抗

L

柿

わ耐
必
需
品

《久

叫電

品音

止

さ佐

'に

m
川
告

…捌
齢
出
.昏

脚長

引

何

時

品
仇
地
レ加

山
山
ア
釦
dw

P 
P・A
)>1> 

P 
ぼくが知っているmゃ品の毛前がでできてうれしかった。

(議議最鼻血着.長岳市2年〉

昔の幽にしては、テンポが

いいのでロック翻だと思う。商

庖街でBGMとして流せば、も
りあがるような・・・。

οi晶弘李血着.伊車市6年)

社会の授業で、敬に出てくるむずか

しい言葉をパソコンで鶴べたり、運動

会でダンスをおどったりしました。

(南河;a記者・長和町4年〉

この歌をつくった浅井測さんは、

誌が盆ぅ座長~î~牟最の最最もつ
くったので、どちらの最も夫容に

したいと思った。

(田中ひかる記者・千曲市6年〉
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大
雪
の
写
真

新
聞
記
者
の
ス
タ
ー
ト
は

1
9
6
0年
、
朝
日
新
聞
の

秋
田
支
局
員
で
す
。
年
の
暮
れ、

1
年
生
の
ぼ
く
に
支
局
長
が
「
元
日

の
県
版
の
ト
ッ
プ
記
事
を
書
い
て
み

ろ
」
と
言
い
ま
す
。
も
う
有
頂
天
で
、

県
境
の
開
拓
地
を
ル
ポ
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
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は
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で
、
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道
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か
な
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と
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、
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全
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で
写
真
を
、
と
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と
相
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の
顔
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り
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の
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も
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い
き
ま
す
。
牛
の
い
な
い
写
真
じ
ゃ

話
に
な
ら
な
い
。
案
の
定
、
支
局
長

は
私
の
目
の
前
で
写
真
を
ビ
リ
ビ
リ

と
破
り
ま
し
た
。

私
の
失
敗
で
す
。
人
び
と
の
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と
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の
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係
を
考
え
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
。
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案
を
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え
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再
度

1
E
 

挑
戦
、
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が
、
や
は
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う
ま
く
い
か

な
い
。
支
局
長
も
ビ
リ
ビ
リ
、
ポ
イ

で
す
。
よ
し
、
こ
れ
で
駄
目
な
ら
記

者
を
辞
め
よ
う
。
3
度
目
の
山
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。

雪
は
さ
ら
に
深
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
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ど
も
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組
合
長
さ
ん
、
何
と
か
し
て
あ
げ
て

く
れ
、
こ
い
じ
ゃ
可
哀
想
だ
、
う
ち

の
牛
を
出
す
か
ら
さ
。
ひ
と
り
の
お

ば
さ
ん
が
そ
う
言
う
と
、
お
れ
の
と

こ
も
出
す
、
と
い
う
人
が
続
き
ま
し

た
。
組
合
長
さ
ん
も
困
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
、
そ
う
か
い
、
じ
ゃ
あ
そ

う
す
る
か
、
と
ほ
っ
と
し
た
表
情
で

言
い
ま
し
た
。
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